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今
夏
の
参
議
院
選
挙
に
対
す
る
生
長
の
家
の
方
針 

 
 

「与
党
と
そ
の
候
補
者
を
支
持
し
な
い
」 

  

来
る
七
月
の
参
議
院
選
挙
を
目
前
に
控
え
、
当
教
団
は
、
安
倍
晋
三
首
相
の
政
治
姿
勢

に
対
し
て
明
確
な
「
反
対
」
の
意
思
を
表
明
す
る
た
め
に
、
「
与
党
と
そ
の
候
補
者
を
支

持
し
な
い
」
こ
と
を
六
月
八
日
、
本
部
の
方
針
と
し
て
決
定
し
、
全
国
の
会
員
・
信
徒
に

周
知
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
安
倍
政
権
は
民
主
政
治
の
根
幹
を
な
す
立

憲
主
義
を
軽
視
し
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
惨
禍
を
省
み
ず
に
原
発
再
稼
働
を
強
行
し
、

海
外
に
向
か
っ
て
は
緊
張
を
高
め
、
原
発
の
技
術
輸
出
に
注
力
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
信

仰
や
信
念
と
相
容
れ
な
い
政
策
や
政
治
運
営
を
行
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。 

 

戦
後
の
一
時
期
、
東
西
冷
戦
下
で
国
内
が
政
治
的
に
左
右
に
分
裂
し
て
社
会
的
混
乱
に

陥
っ
て
い
る
時
、
当
教
団
の
創
始
者
、
谷
口
雅
春
先
生
は
、
そ
の
混
乱
の
根
源
に
は
日
本

国
憲
法
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
復
元
改
正
を
繰
り
返
し
主
張
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
当
教
団
は
生
長
の
家
政
治
連
合
（
生
政
連
）
を

結
成
（
一
九
六
四
年
）
し
て
、
全
組
織
を
あ
げ
て
選
挙
活
動
に
取
り
組
ん
だ
時
代
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
や
が
て
純
粋
な
信
仰
に
も
と
づ
く
宗
教
運
動
が
政
治
運
動
に
従
属
す

る
弊
害
が
現
れ
、
選
挙
制
度
の
変
更
（
比
例
代
表
制
の
導
入
）
に
よ
っ
て
、
政
党
と
支
持

団
体
と
の
力
関
係
が
逆
転
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
一
九
八
三
年
に
生
政
連
の
活
動
を
停
止

し
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
当
教
団
は
組
織
と
し
て
は
政
治
か
ら
離
れ
、
宗
教
本
来
の
信
仰

の
純
粋
性
を
護
る
た
め
に
、
教
勢
の
拡
大
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。 

  

こ
の
間
、
私
た
ち
は
、
第
二
代
総
裁
の
谷
口
清
超
先
生
や
谷
口
雅
宣
現
総
裁
の
指
導
に

も
と
づ
き
、
時
間
を
か
け
て
教
団
の
運
動
の
あ
り
方
や
歴
史
認
識
を
見
直
し
、
間
違
い
は

正
す
と
と
も
に
、
時
代
の
変
化
や
要
請
に
応
え
な
が
ら
運
動
の
形
態
と
方
法
を
変
え
て
き

ま
し
た
。
特
に
、
世
界
平
和
の
実
現
な
ど
社
会
を
改
革
す
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
明
治
憲

法
の
復
元
は
言
う
に
及
ば
ず
、
現
憲
法
の
改
正
な
ど
を
含
め
、
教
団
が
政
治
的
力
を
持
つ

こ
と
で
〝
上
か
ら
行
う
〟
の
で
は
な
く
、
国
民
一
人
一
人
が
〝
神
の
子
〟
と
し
て
の
自
覚

を
も
ち
、
そ
れ
を
実
生
活
の
中
で
表
現
し
、
良
心
に
し
た
が
っ
て
生
き
る
こ
と
。
政
治
的

に
は
、
自
己
利
益
の
追
求
で
は
な
く
、
良
心
（
神
の
御
心
）
の
命
ず
る
こ
と
を
、
「
意
見

表
明
」
や
「
投
票
」
な
ど
の
民
主
的
ル
ー
ル
に
し
た
が
っ
て
〝
下
か
ら
行
う
〟
こ
と
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。 

  

私
た
ち
は
、
社
会
の
変
革
は
、
信
徒
一
人
一
人
が
正
し
い
行
動
を
〝
下
か
ら
〟
積
み
上

げ
て
い
く
こ
と
で
実
現
可
能
と
考
え
、
実
践
し
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
地

球
環
境
問
題
へ
の
真
剣
な
取
り
組
み
で
す
。
人
間
の
環
境
破
壊
は
、
今
日
、
深
刻
な
気
候
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変
動
を
引
き
起
こ
し
、
自
然
災
害
の
頻
発
や
、
食
糧
や
資
源
の
枯
渇
、
そ
れ
に
と
も
な
う

国
家
間
の
奪
い
合
い
や
国
際
紛
争
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、
資
源
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
増
や
す
経
済
発
展
に
よ
っ
て
は
解
決
せ
ず
、
各
個
人
の
信
念
と
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
で
、
世
界
平
和
に

貢
献
す
る
道
を
選
び
ま
し
た
。 

 

具
体
的
に
は
、
私
た
ち
は
宗
教
団
体
と
し
て
初
の
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

I
S
O
1
4
0
0
1

の
認
証
取
得
（
二
〇
〇
一
年
）
を
し
て
、
そ
れ
を
全
国
六
十
六
の
拠
点
に
及
ぼ

し
ま
し
た
。
ま
た
、
莫
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
大
都
会
・
東
京
を
離
れ
、
国
際
本

部
の
事
務
所
を
山
梨
県
北
杜
市
に
移
転
し
、
そ
こ
に
日
本
初
の
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ

ル
〝
森
の
中
の
オ
フ
ィ
ス
〟
を
建
設
し
て
（
二
〇
一
三
年
）
、
地
球
温
暖
化
の
最
大
の
原

因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い
業
務
と
生
活
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

こ
の
生
活
法
を
全
国
に
拡
大
す
る
一
助
と
し
て
、
信
徒
か
ら
の
募
金
に
よ
り
京
都
府
城
陽

市
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
（
一
七
〇
〇
ｋ
Ｗ
）
を
、
福
島
県
西
白
河
郡
西
郷
村
に
大
規

模
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
（
七
七
〇
ｋ
Ｗ
）
を
建
設
し
、
稼
働
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
運

動
は
、
創
始
者
・
谷
口
雅
春
先
生
が
立
教
当
初
か
ら
唱
導
し
て
き
た
「
天
地
の
万
物
に
感

謝
せ
よ
」
（
大
調
和
の
神
示
）
と
い
う
教
え
の
現
代
的
展
開
で
あ
り
、
人
類
だ
け
の
幸
福

を
追
求
し
て
き
た
現
代
生
活
へ
の
反
省
に
も
と
づ
く
も
の
で
す
。 

  

と
こ
ろ
が
安
倍
政
権
は
、
旧
態
依
然
た
る
経
済
発
展
至
上
主
義
を
掲
げ
る
だ
け
で
な
く
、

一
内
閣
に
よ
る
憲
法
解
釈
の
変
更
で
「
集
団
的
自
衛
権
」
を
行
使
で
き
る
と
す
る
〝
解
釈

改
憲
〟
を
強
行
し
、
国
会
で
の
優
勢
を
利
用
し
て
十
一
本
の
安
全
保
障
関
連
法
案
を
一
気

に
可
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
政
権
の
古
い
歴
史
認
識
に
鑑
み
て
、
中
国
や
韓
国
な
ど

の
周
辺
諸
国
と
の
軋
轢
を
増
し
、
平
和
共
存
の
道
か
ら
遠
ざ
か
る
可
能
性
を
生
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
同
政
権
は
、
民
主
政
治
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た
時
代
の
日
本
社
会
を
美
化
す

る
よ
う
な
主
張
を
行
い
、
真
実
の
報
道
に
よ
っ
て
政
治
を
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
報
道
機
関
に

対
し
て
は
、
政
権
に
有
利
な
方
向
に
圧
力
を
加
え
る
一
方
で
、
教
科
書
の
選
定
に
深
く
介

入
す
る
な
ど
、
国
民
の
世
論
形
成
や
青
少
年
の
思
想
形
成
に
じ
わ
じ
わ
と
影
響
力
を
及
ぼ

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

  

最
近
、
安
倍
政
権
を
陰
で
支
え
る
右
翼
組
織
の
実
態
を
追
求
す
る
『
日
本
会
議
の
研
究
』

（
菅
野
完
、
扶
桑
社
刊
）
と
い
う
書
籍
が
出
版
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

同
書
に
よ
る
と
、
安
倍
政
権
の
背
後
に
は
「
日
本
会
議
」
と
い
う
元
生
長
の
家
信
者
た
ち

が
深
く
関
与
す
る
政
治
組
織
が
あ
り
、
現
在
の
閣
僚
の
八
割
が
日
本
会
議
国
会
議
員
懇
談

会
に
所
属
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
が
真
実
で
あ
れ
ば
、
創
価
学
会
を
母
体
と
す
る

公
明
党
以
上
に
、
同
会
議
は
安
倍
首
相
の
政
権
運
営
に
強
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
事
実
、
同
会
議
の
主
張
と
目
的
は
、
憲
法
改
正
を
は
じ
め
と
す
る
安
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倍
政
権
の
右
傾
路
線
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
、
同
書
で
は
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
教
団
で
は
、
元
生
長
の
家
信
者
た
ち
が
、
冷
戦
後
の
現
代
で
も
、
冷
戦
時
代

に
創
始
者
に
よ
っ
て
説
か
れ
、
す
で
に
歴
史
的
役
割
を
終
わ
っ
た
主
張
に
固
執
し
て
、
同

書
に
あ
る
よ
う
な
隠
密
的
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
誠
に
慚
愧
に
耐
え
な

い
思
い
を
抱
く
も
の
で
す
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
日
本
会
議
の
主
張
す
る
政
治
路
線
は
、

生
長
の
家
の
現
在
の
信
念
と
方
法
と
は
ま
っ
た
く
異
質
の
も
の
で
あ
り
、
は
っ
き
り
言
え

ば
時
代
錯
誤
的
で
す
。
彼
ら
の
主
張
は
、
「
宗
教
運
動
は
時
代
の
制
約
下
に
あ
る
」
と
い

う
事
実
を
頑
強
に
認
め
ず
、
古
い
政
治
論
を
金
科
玉
条
と
し
た
狭
隘
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

陥
っ
て
い
ま
す
。
宗
教
的
な
観
点
か
ら
言
え
ば
〝
原
理
主
義
〟
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
〝
原
理
主
義
〟
が
世
界
の
宗
教
の
中
で
テ
ロ
や
戦
争
を
引
き
起
こ
し
て

き
た
と
い
う
事
実
を
重
く
捉
え
、
彼
ら
の
主
張
が
現
政
権
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と

の
同
書
の
訴
え
を
知
り
、
遺
憾
の
想
い
と
強
い
危
惧
を
感
じ
る
も
の
で
す
。 

  

当
教
団
は
、
生
政
連
の
活
動
停
止
以
来
、
選
挙
を
組
織
的
に
行
う
な
ど
の
政
治
活
動
を

一
切
行
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
政
治
に
触
れ
る
問
題
に
関
し
て
何
も
主
張
し

て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
谷
口
雅
宣
現
総
裁
は
、
ブ
ロ
グ
や
月
刊
誌
を
通
し
て
〝
脱

原
発
〟
や
〝
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
立
国
〟
を
訴
え
、
ま
た
日
米
の
外
交
政
策
を
分
析
し
て
、

そ
れ
に
異
を
唱
え
た
り
、
注
文
を
つ
け
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
憲
法
を
軽

視
す
る
安
保
法
案
に
反
対
す
る
立
場
を
明
確
に
表
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
は
今
回
、
わ
が
国
の
総
理
大
臣
が
、
本
教
団
の
元
信
者
の
誤
っ
た
政
治
理
念
と

時
代
認
識
に
強
く
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
彼
ら
を
説
得
で
き
な
か
っ
た
責
任
を

感
じ
る
と
と
も
に
、
日
本
を
再
び
間
違
っ
た
道
へ
進
ま
せ
な
い
た
め
に
、
安
倍
政
権
の
政

治
姿
勢
に
対
し
て
明
確
に
「
反
対
」
の
意
思
を
表
明
し
ま
す
。
こ
の
目
的
の
た
め
、
本
教

団
は
今
夏
の
参
院
選
に
お
い
て
は
「
与
党
と
そ
の
候
補
者
を
支
持
し
な
い
」
と
の
決
定
を

行
い
、
こ
こ
に
会
員
・
信
徒
へ
の
指
針
と
し
て
周
知
を
訴
え
る
も
の
で
す
。
合
掌
。 

 

二
〇
一
六
年
六
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宗
教
法
人
「
生
長
の
家
」 


